
  

 

 2019 年 10 月、辺野古・大浦湾一帯が、生物多様性の豊富さと、それを守ろうとする人々の努

力が認められ、日本初の「ホープスポット」（希望の海）に認定されました。対象範囲は、辺野古・

大浦湾を中心にした 44.5 平方キロメートルの海域です。この機会に、辺野古・大浦湾の自然がも

つ大きな価値をもう一度見直し、将来の世代に残していくための一歩を進めましょう。 

【ホープスポットとは】 世界的な海洋学者であるシルビア・アール博士が率いる米国の NGO

ミッションブルーが立ち上げたプロジェクトで、世界約 110 カ所が認定されています。 

 

【 要 望 事 項 】 
内閣総理大臣 安倍晋三様 

日本政府には工事を一時中止することを求めます。環境アセスメント終了後に明らかになったことに
ついて環境調査を行い、また土砂や砂の調達地など本事業に伴い及ぶ環境への影響を明らかにしてく
ださい。 
沖縄県知事 玉城デニー様 
沖縄県の権限でかけられる保護の網をかけ、世界的に大事な海を守るさらなる一歩を踏み出してくだ
さい。辺野古・大浦湾では工事による自然破壊が進んでおり、工事実施区域の影響が周囲に及ばないよ
う保護を強化する必要があります。日本政府が自然破壊を止めない現状では、沖縄県が沖縄県の宝を
守るいっそうの努力をすることが必要です。チリビシのアオサンゴ群集、⾧島の鍾乳洞、大浦川河口な
どの重要な場所を工事の影響から守ってください。 
 

名前 住所 

  

  

  

  

  

第一次集約 2020 年 2 月 29 日 

呼びかけ団体：公益財団法人日本自然保護協会（担当･保護部）https://www.nacsj.or.jp 

集約先〒104-0033東京都中央区新川1-16-10ミトヨビル2F tel.03-3553-4101 fax.03-3553-0139 

取扱団体（                        ）  HopeSpot とは＆オンライン署名（Change.org） 

  

大浦湾のアオサンゴ 撮影：牧志 治 



 

今回認定された辺野古・大浦湾の 
ホープスポットの範囲。 
アオサンゴやジュゴンをはじめ 
5300種以上の生物が生息している 
豊かな海であることが評価されました。 

 


